





















































































































































































































































































4 4 4 4
　学校をやめたら自分は社会に何を恩返しできるか考えた時、何もないのに気が付いた。
　最後の担任を持った時に、「自分も生徒とともに、卒業後の進路を考えよう」と思った。
　そんな時、TVで「ほめ達！」と「リハビリメイクセラピスト」を知った。
　「ほめ達！」は、今まで自分が生徒とかかわる際に考えていたことが、間違っていなかっ
たことを示唆する内容だった。…さっそく受講したかったが、基盤とする地は、関西だっ
た。しかし、検定があり、東京でも受験することが出来た。
　さっそく3級から受験。やはり、受講してよかった。次は2級受験。心理学、コーチング
学、脳科学などがミックスされた内容だった。
　「ほめ達！」とは、「人・物・起きる出来事の価値を発見し伝える人」である。
　非常勤講師になってから、１級受験、認定講師の資格を取るまでになった。もっと早い
時期に受講しておけば、対やんちゃな生徒、対保護者に役立てられたと、思う。
　もう一つの「リハビリメイクセラピスト」とは、「外観に損傷を負った人が、社会に復帰
出来るよう、メイクアップの技を使って、手助けする」ことだ。このことに関しては、日
本は欧米社会と比べ、１０年以上遅れている。
　この道を選んだきっかけは、自分のクラスの生徒達だ。
　幼少時に大火傷をおい、修学旅行時は、皆と入浴できない生徒、アトピー性皮膚炎がひ
どく、いじめにあった生徒、ニキビが気になり悩んでいる男子生徒、売薬の副腎皮質ﾎﾙﾓﾝ
剤の過剰使用によって、朝礼にも参加できない生徒など、まだまだ沢山いるとは思う。
　『５mmの傷と、５cmの傷と、どちらが大変か。５mmの傷でも生活に支障をきたす人
もいる。』
　日本では、この分野の認知度がまだまだ低い。現在は、一部の医療現場で採用されてい
るに過ぎず、知っていれば、もっと違う選択肢、人生が送れたのに、と思う方もいるはず。
　そんなわけで、現在なお、「リハビリメイクセラピスト」の勉強を続けつつ、若い人材育
成の為に、高校生と接し、「ほめ達！」の考えを、若い教師の方に知ってもらいたく、毎日
を過ごしている。
　言うのは、簡単なのだが、実際問題としては、体力の衰えた、物覚えもすこぶる悪くな
り、眼もかすみがちになった肉体に、鞭打ちながら、また、話を聞いてもらうための人間
関係を構築するため、言葉遣いに気を配りながら、時を送っている。
　最初は困惑したが、書き進める事により、初心を思い出す事が出来た。
　原稿を依頼して下さった教職課程センター副センター長の山本先生には、感謝してこの
拙稿の終わりにしたいと思います。
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徒然なるままに
　『アリだって、カメだって目的地に着く。一歩踏み出すことが必要!』
　と考えて、残りの人生を送って行こう。
